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利用・用途・応用分野

がん治療における抗がん剤の副作用の予測

目的・課題 解決ポイント

これまでの様な個々の薬剤代謝に
係る遺伝子ではなく、細胞への刺激
に対する応答に関与するサイトカイ
ンに着目して、ある細胞のサイトカイ
ン遺伝子に存在する多型からその細
胞に対する抗がん剤の副作用を予
測する方法を提供することを目的と
する。

サイトカイン遺伝子に存在する多型
と抗がん剤投与による副作用との関
係について研究を進め、サイトカイン
遺伝子のプロモーター領域に存在す
る多型が抗がん剤の副作用と相関
があるという事実を見出した。
被験細胞の炎症性サイトカイン遺伝
子のプロモーター領域に存在する多
型を検出し、抗がん剤の炎症に起因
する副作用を予測する方法である。
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無料開放特許

ＩＬ－１βの－５１１Ｃ／Ｔ多型及び
ＩＬ－６の－６３４Ｇ／Ｃ多型と抗がん剤による
副作用の１つである血小板減少との間の
関係を示す。
ＩＬ－１βの－５１１ＴとＩＬ－６の－６３４Ｇの
両方を持つ群では８７％が血小板減少を示し
この２つを持たない群（２０％）に比べて
遙かに高い値を示した。

抗がん剤（５－ＦＵ、ＣＤＤＰのうち少なくとも１つ）による副作用をサイトカイン遺伝子に
存在するプロモーター領域の塩基多型に基づいて予測するものであり、抗がん剤を用
いる医療の現場でその副作用を予測し、個々の患者さんにとって適切な薬剤を選択す
るための有効な手段を提供するものである。またこの目的のために、本発明の提供す
る検査試薬（核酸合成酵素、ｄＮＴＰ、プライマー等を含むセット）を使って対象となる遺
伝子領域を増幅し、多型を検出する。


